


















































































・全教員にメール照会 回答率94% 許諾率 88%
［ 修士論文 ］ 著者の許諾率 12％ (H15-H18年度)
戦略なきコンテンツ収集
とりあえず目の前にある 紀要論文＋修士論文
感想：力強いステップ、しかし・・・
757件
137件
急激な上昇と水平線
http://irdb.nii.ac.jp/analysis/index.php
「我々が目指すべきは、IRを凍結させない
こと、つまりわずかずつでもよいからコンテン
ツが増え続ける「活きたIR」である。」
ｂｙ 阿蘇品さん
凍 結・・・
手本にしたいリポジトリ=漸増するリポジトリ
金沢大学KURA 信州大学SOAR-IR
http://irdb.nii.ac.jp/analysis/index.php
ジャンプするために（今後の戒めとして）
①卵ではなく鶏を探す
●最大のステークホルダーは「教員」
●リポジトリ事業は、「教員」と図書館との新たな関係づくり
●広報（ロゴやネーミングを含め）の対象はあくまで「教員」
②養鶏場のようなラインを
●紀要の電子ジャーナル化・オーバーレイジャーナル
●業績DB等、他システムとの連携
●義務化・オプトアウト式
●（現実路線）文献DBでの定期的な論文調査・教員への提供依頼
最後に：リポジトリに携ってよかったこと
● ILL担当者としてオープンアクセス文献を
案内できる喜び
●教員と「さし」で話せる喜び
●他大学にたくさん友達ができる喜び
ご清聴ありがとうございました。
